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はじめに

　清河寺前原遺跡は、大宮台地西部に流れる滝沼

川左岸に位置し、後期旧石器時代前半期に特徴的

な環状ブロック群が大宮台地で初めて検出された

遺跡として著名である。

　調査では良質な信州産黒曜石が主体的に用いら

れ、台形様石器、ナイフ形石器を製作している状

況が明らかとなった。関東地方においては、この

時期に信州産黒曜石の利用は稀であり、環状ブ

ロック群と密接なかかわりを持つと考えられてい

る石斧が出土していない点など、環状ブロック群

の中でも異質な状況と評価される。

　本稿では、清河寺前原遺跡で出土した未報告の

台形様石器について、資料提示を行う。そして、

その位置づけについて若干の考察を行い、今後の

研究の一助とすることを目的とする。

１　清河寺前原遺跡の概要

清河寺前原遺跡は大宮台地西部を流れる滝沼

川左岸の標高 16 ｍに位置し、滝沼川から東に奥

まった地点にある。遺跡の南部には滝沼川へ注ぐ

谷が走っており、谷を挟んだ対岸には大木戸遺跡、

南には西大宮バイパス No.5 遺跡が位置する。

発掘調査は、遺跡の南西部を中心に第１～３

地点に分けて、実施された。第１地点は台地の西

端付近、第２地点は第１地点の南西約 50 ｍに位

置する。第２地点は西側に流れる滝沼川へ注ぐ谷

が南北方向から東西方向へクランクする位置にあ

り、その変換点付近から環状ブロック群が検出さ

れた。第３地点は第２地点南部の東側に隣接して

設定された（第１図）。

旧石器時代の遺構・遺物は、槍先形尖頭器を

主体とする第１文化層（第Ⅲ層）、砂川期からナ

イフ形石器文化終末期の石器群である第２文化層

（第Ⅲ～Ⅳ層上面）、岩宿Ⅱ期（Ⅴ層・Ⅳ層下部段階）

の石器群である第３文化層（第Ⅳ層上面）、後期

旧石器時代前半（第Ⅶ～Ⅸ層第２暗色帯中）の石

器群である第４文化層が検出された。

石器集中は、第１地点で４箇所、第２地点で

14 箇所検出された。このうち本稿で扱う第４文

化層の石器集中は、第１地点で２箇所、第２地点

で 11 箇所検出されており、第２地点の石器集中

は径約 15 ｍを測る環状ブロック群である。

　環状ブロック群は逆「C」字状に巡る遺物密集

要旨　清河寺前原遺跡は大宮台地西部に流れる滝沼川左岸に位置し、信州産黒曜石を主体とす
る環状ブロック群が検出された全国的に見ても稀有な遺跡である。
　環状ブロック群が検出された第２地点の東に隣接する第３地点では、肉眼観察で信州産黒曜
石と考えられる台形様石器が単独で出土している。この未報告資料を提示し、考察を行った。
　その結果、本資料は技術形態学的特徴から第２地点で検出された武蔵野台地基本層位Ⅸ層前
半期に比定される環状ブロック群で製作されたもので、単独出土であることから使用後の廃棄
によって残されたものと考えた。また、素材は環状ブロック群内の石器製作における中段階工
程で獲得されたと推定した。

水村　雄功

清河寺前原遺跡における単独出土の台形様石器について
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度が高い円環部、それらに囲まれて最も遺物が密

集する中央部、円環部の外側に広がる遺物密集度

が低い外縁部からなる。そして、これらの間に散

らばる個々の石器集中へ含むことが難しいものは

エリアⅠ～Ⅲに区切られている。

　石器点数は 1474 点で、内訳は砕片 52％、剥

片 37.1％、石核 2.7％、原石 0.5％、トゥ―ル 7.7％

である。このうちトゥールは、ナイフ形石器 26

点、台形様石器 19 点を主体とし、掻・削器 10 点、

石錐３点、敲石２点の計 60 点が出土した。

　石材は信州産黒曜石 87.7%、ガラス質黒色安

山岩 9.3%、トロトロ石 1.8%、玉髄 0.5%、黒色

頁岩 0.3%、ホルンフェルス 0.1％、砂岩 0.2%

である。信州産黒曜石が９割近くを占め、石斧が

出土していない特徴は関東地方において極めて異

質な状況で、注目される。

２　ナイフ形石器・台形様石器の定義

　清河寺前原遺跡で出土したナイフ形石器、台形

様石器は両者の技術形態が漸移的であり、区別が

難しいものが含まれている（註１）。そこで、資

料の提示を行う前に、ナイフ形石器・台形様石器

の定義について整理しておきたい。

　台形様石器は、1988 年に佐藤宏之によって設

定された石器である。従来は「ペン先形ナイフ形

石器」、「薮塚型ナイフ形石器」、「基部加工尖頭状

石器」、「ウワダイラ型台形石器」等様々な名称が

つけられた、後期旧石器時代前半期に特徴とされ

る小形の剥片石器である。

　ナイフ形石器の一種としてとらえられていた

が、台形様石器は「技術的形態的多様性が非常に

強く、これまでのナイフ形石器の研究で行われて

きたような平面形態と加工部位による分類が実資

料の情勢にそぐわない」とし、帰納的に資料抽出

を行った上でその定義について、「平坦剥離によ

る基部調整と、一次剥離面と主要剥離面がつくる

縁辺を刃部に設定した概ね略梯形・菱形・鱗形を

呈する技術形態学上の定義的特徴をもって、器種

上最も近似するナイフ形石器の一部から弁別され

る」とした（佐藤 1988）。また、「横長・幅広剥

片剥離技術によって生産される求心状背面構成剥

片、幅広・横長剥片等を素材とし、腹面調整と平

坦剥離を基本２次調整技術とする石器である」と

も述べられている（佐藤 1988）。

第１図　台形様石器出土位置図（埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2009 より転載・改変）
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　一方で、ナイフ形石器については、「基本的に、

石刃ないし石刃の定義的特徴に準ずる縦長剥片を

素材とし、その出現期を除いては、原則として急

斜角で一様な連続した背部加工を施す石器」と定

義しており（佐藤 1988）、ナイフ形石器と台形

様石器は技術形態学的特徴と素材剥片の性格の両

方から区別される。

　台形様石器は佐藤によって類型Ⅰ～Ⅲに大別さ

れ、類型Ⅰはさらに五種に細別される。中でもⅠ

-a-2 類は、形態的に規格化した「精製石器」（佐

藤 1988）と呼ばれる。大形で黒曜石を用い、平

坦剥離技術により調整を加える傾向がある。

　以上が佐藤によって整理・設定された定義であ

る。本稿では佐藤の基準に即していきたい。

３　未報告の台形様石器について

　第２図は、報告書未掲載の台形様石器である。

出土位置は、Ｊ 10-C １グリッドで、第３地点西

部に位置する。（第１図）。第２地点で検出され

た環状ブロック群から西へ約 100 ｍ離れており、

単独で出土した。第３地点の調査では、このほか

に旧石器時代の遺物は出土していない（註２）。

残存する長さは4.4㎝、最大幅3.2㎝、基部幅1.3

㎝を測り、先端部は折損している。先端部の形状

は、斜刃ないしは平刃と推定される。

石材には、透明度が高く、内部に黒い縞模様

が認められる良質な黒曜石が用いられている。肉

眼観察ではあるが、報文と同様に信州産のものと

考えられる。

　素材は末端部が斜刃ないしは平刃と推定される

幅広・横長剥片とみられ、左側縁は加工により大

きく抉られている。自然面は認められず、打面は

単剥離打面である。背面構成は求心状剥離であり、

Y 字稜が形成されている。台形様石器の製作技術

に特徴とされる横長・幅広剥片剥離技術によるも

のと考えられる。　

この素材剥片を下位に用い、バルブを残しつ

つ、基部両側縁に平坦剥離・微細剥離が加えられ

ている。調整は左側縁は腹面側から、右側縁は背

面側から加えられる所謂錯交剥離が用いられる。

表裏は一貫せず、石器製作の際の正面観が不

明確である（西井 2018）。

清河寺前原遺跡のほか、長野県日向林Ｂ遺跡

（消費地）、追分遺跡（原産地）、山梨県横張前久

保遺跡（消費地）、群馬県内堀遺跡（消費地）等

（第３図）、信州産黒曜石製精製台形様石器がみら

れる遺跡に特徴的な調整である（第４・５図）。

清河寺前原遺跡の接合資料は、自然面の状態、

接合している剥片・石核の構成、打面調整や剥片

剥離順序などの技術的特徴をもとに、以下の類型
a ～ e の５種に分類され、Ⅰ（初期工程）、Ⅱ（中

段階工程）、Ⅲ（最終工程）の三段階の工程が推

定されている（水村・尾崎・西井 2020）。

類型 a　単剥離打面・分割面を打面とする。背

面に自然面が多く残る剥片が剥離され、

石核は伴わない。

類型 b　石核調整・一部の打面調整・打面転移が

みられる。剥片の自然面は限定的に残

り、石核は伴わない。

類型 c　石核調整され、求心状剥離される資料も

ある。石核を伴い、その裏面に自然面

が残ることが多い。剥離された剥片は第２図　清河寺前原遺跡第３地点出土台形様石器（筆者作図）
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３㎝程度の横長・幅広剥片が目立つ。

類型 d　原石が分割され、複数の石核から剥片剥

離が行われる。石核調整、打面転移が

みられる。

類型 e　板状角礫の平面部が、前後交互に剥片剥

離される。原石の状態に左右された結

果生じたものと考えられるが、便宜的

に一つの類型としている。

上記の分類にあてはめると、本資料は素材剥

片の状況から、類型 c ないしは d に相当する石

核から剥離されたものと考えられよう。段階Ⅱの

中段階工程に相当するものと考えられる。

４　位置づけ

　西井幸雄は、さいたま市清河寺前原遺跡、深谷

市北坂遺跡の調査を通して、埼玉県内の後期旧石

器時代前半期初頭の石器群を検討した。その結果、

立川ロームⅩ層からⅨ層中の石器群を、Ⅹ層、Ⅸ

層前半（下部）、Ⅸ層後半（上部）の三時期に区

分した（西井 2017・2022）。清河寺前原遺跡の

環状ブロック群は、Ⅸ層前半期に位置付けられ、

第３地点で単独出土した台形様石器も技術形態学

的観点からみても同時期と考えられる。

また、本報告資料の台形様石器は、黒曜石の

石質、調整技術からみても、環状ブロック群内で

製作されたものと考えられる。

環状ブロック群から 100 ｍ程度離れて単独出

土した理由については、先端が欠損していること

から使用後の廃棄の可能性を考えておきたい。し

かし、先端部の欠損が素材剥片を獲得した際の剥

離事故か、あるいは使用時の衝撃剥離か、欠損状

態の分析を通して明らかにする必要がある。

　また、素材剥片は環状ブロック群における段階

Ⅱの中段階工程において剥離されたともの考えら

れる。段階Ⅱ・Ⅲでは３㎝程度の剥片が剥離され

ており、台形様石器の素材剥片として供給されて

いた可能性があろう。

　以上、単独出土の台形様石器を技術形態から環

状ブロック群由来のものと位置づけた。清河寺前

原遺跡第２地点第４文化層の石器群の問題として

は次の三点が挙げられる。

　①出土したナイフ形石器と台形様石器の素材剥

片は、それぞれどの剥片剥離工程で獲得されたか。

　②清河寺前原遺跡出土のナイフ形石器と台形様

石器は技術形態が漸移的である。両者の生産が一

貫して行われたと仮定するならば、工程初期～中

期＝縦長剥片の生産＝ナイフ形石器、工程中期～

最終工程＝幅広・横長剥片、貝殻状剥片の生産＝

第３図　関東・中部地方の黒曜石製ナイフ形・台形様石器出土遺跡
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第５図　北関東・中部地方出土の黒曜石製ナイフ形石器・台形様石器（各報告書より転載）

第４図　清河寺前原遺跡出土の黒曜石製ナイフ形石器・台形様石器（10 は筆者作図　他は報告書より転載）
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台形様石器という図式が想定される。①と合わせ

て明らかにする必要がある。

　③中部高地の原産地・消費地遺跡とどのような

関係にあったか、原産地・消費地間の立体的な動

きを捉えていく必要がある。

　これらについては、今後の課題としたい。

おわりに

　清河寺前原遺跡の報告書が刊行されて 14 年が

経った。報告書編者によると事情もあり、報告書

作成作業ではできなかったこと、やり残したこと

が多くあるという。裏を返せば、基礎資料の提示

を十分に行うことができなかったとも言える。

そうした経緯もあり、2020 年開催の岩宿

フォーラムでは、環状ブロック群全体を俯瞰した

接合状況図の提示、石器の各属性の分布図の提示、

接合資料の分類と分布、素材剥片生産工程の分析

を行った。しかし、検討・執筆する時間が限られ

ていたこともあり、成果は粗削りであった。

今後、岩宿フォーラムで公表した内容を改め

て検討する必要があり、その前段階として、この

たび未報告の台形様石器を報告するに至った。

この報文を足がかりとして、引き続き、清河

寺前原遺跡の環状ブロック群の形成と立体的な構

造について研究を進めていきたい。

　最後に、日頃からお世話になる西井幸雄氏から

は、本稿執筆のきっかけをいただいた。記して感

謝申し上げます。

註

１ 　報文では、「ナイフ形石器と台形様石器の区分は必

ずしも明確ではなく、形態は漸移的に変わっており、

便宜的に分類した部分がある。」と述べられている。「長

幅比２：１以上且つ、先端が尖り、基部加工が明確な

ものを主にナイフ形石器と分類した」と明言している

が、台形様石器については、「長幅比が１：１程度で、

刃部は平縁で面的に加工されている」と簡略な説明に

留まり、ナイフ形石器のように分類が明確に示されて

いない（埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2009）。

　 　その後、西井 2018 において、「報告書では、台形

様石器は横長・幅広剥片、ナイフ形石器は縦長剥片を

素材剥片に用いている点で区別した」と述べられてい

る（西井 2018）。

２ 　報文によると、第３地点では旧石器時代の遺物は出

土していないとされるが、資料熟覧の際に第３地点非

掲載資料の中に本報告資料を見出した。また、本資料

には、「清河寺前原遺跡第２地点　J-10-C-1」と記され

たラベルが付属し、注記は「SMEHR2　J10-C1」とみ

える。第３地点に相当する。ラベル記載の「第２地点」

は誤りと思われる。なお、このグリッドでは旧石器時

代試掘坑は設定されていない。
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